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2021年度優等卒業生を表彰
ご卒業おめでとうございます！
3月、柔道整復師養成学校の卒業式が全国各地で行われた。
日整では今年も優等卒業生への表彰を実施。各校に表彰状をお届けした。

Report 3
柔道に学ぶ
人生の答えは柔道にあり。
嘉納治五郎師範の言葉に学ぶエッセイコラム

講道館参与
鮫島元成
昭和25年鹿児島県生まれ。
昭和49年東京教育大学体育学部卒。
全日本柔道連盟教育普及委員会副委
員長。柔道連盟強化コーチとしてナショ
ナルチームを指導。日整全国柔道大会
など4大会の大会審判長を務める。

嘉納塾と教育

　講道館創始1882（明治12）年と、時を同じくして嘉
納師範が創設した嘉納塾の目的と指導法の一つの
考えである。塾創設のきっかけについて、嘉納は次の
ように述べる。

と謙虚に述べている。
　私は長年高校教師を務めた。そこで得た教育観
は、①教育成果の出現には時間がかかる、②教育成
果は数字では表せない、③教育は実験ができない、
④教育成果は本人の時系列体験が複合されて出現
する、という結論である。つまり、すぐに出現する成果
は教育成果とは言えない。指導者が尽力しても世の
中に効果的に出現しない要素は多分にある。だから
合理的に楽に動こうとする指導者（教員、大人皆）は
失格である。教育は泥臭く実践する必要がある。

２、講道館少年部での実践
　誠に基本中の基本で、何をいまさらと言われるかも
しれない。講道館に少年たちが稽古にやってくる。何
気なく「こんちわ」とあいさつをして更衣室に入ってい
く。ある時、一人の少年が入ってきた。柔道衣を入れ
たリュックを肩から外し、姿勢を正し、私を見、にこっと
微笑んで「こんにちは」とあいさつをした。なぜか新鮮
で涙が出そうだった。すぐに部屋に戻り墨を用意し次
の掲示物を作り、見えやすい壁に張った。『3月の目
標・「あいさつ」 1、相手の目を見て、 ２、静止して、  
3、声を出して』、そして大道場での稽古の後少年たち
に訴えた。「しっかりとあいさつをしよう、一生続けよう」
と。その日から1日3回受付に立つ。少年たちが来る
4時半前、前半が終わり後半クラスが登館する5時
45分頃、後半クラスが帰る7時半頃。少年たちの声の
様子、顔の表情日々変化がある。毎日会うことが楽しく
なった。3月も末になった。素敵な挨拶が定着しつつ
ある。いつまでも続けてほしい。しかしあまり期待しす
ぎないほうが良い。すぐに出現する効果はすぐに消え
る。なるようにしかならない。過去の経験から。

　柔道を創始し世界中に普及発展させた嘉納であ
るが、一方、青少年の教育にも尽力している。いつの
世も同じであるが社会の発展には人間教育が必須
であり、それを施す指導者、教師だけではなく大人皆
が努力をし、青少年を育てなければならない。簡単に
教育というがその実施は難しい。ましてその成果がど
のような形で出現、結実するのか、その評価をするこ
とも困難である。嘉納も

北海道柔道整復専門学校
北海道ハイテクノロジー専門学校
札幌スポーツ＆メディカル専門学校
盛岡医療福祉スポーツ専門学校
仙台接骨医療専門学校
赤門鍼灸柔整専門学校
仙台医健・スポーツ専門学校
福島医療専門学校
中央スポーツ医療専門学校
育英メディカル専門学校
大川学園医療福祉専門学校
呉竹医療専門学校
呉竹鍼灸柔整専門学校
横浜医療専門学校
日本柔道整復専門学校
東京柔道整復専門学校
東京医療専門学校
日本体育大学医療専門学校
日本医学柔整鍼灸専門学校
了德寺学園医療専門学校
日本工学院八王子専門学校
日本健康医療専門学校
関東柔道整復専門学校
新宿医療専門学校
北豊島医療専門学校
日本総合医療専門学校
アルファ医療福祉専門学校
首都医校
新潟柔整専門学校
信州スポーツ医療福祉専門学校
北信越柔整専門学校
専門学校浜松医療学院
専門学校白寿医療学院
静岡医療学園専門学校
専門学校中央医療健康大学校
米田柔整専門学校
中和医療専門学校

横田　卓也
竹林　樹咲
笹森　孝貴
上村　美南
染谷　通
安彦　裕尚
笹川　竜史
武田　未唯奈
星野　光紀
都丸　美月
畑　真希
茂呂　潤也
鈴木　乙史
佐藤　雄基
小山　周
二尾　優真
小川　透
永井　葵
森田　宏和
田原　陸
加藤　真望
岡田　芽依
大山　哲平
大槻　美陽
喜屋武　直
木谷　那津
須崎　颯太
山﨑　拓也
宮内　健樹
保科　玲奈
髙畠　輝
大谷　龍冬
杉山　柚季
大池　加織
小柳　将太
吉永　百花
森田　みなみ

学校名 優等生氏名
東海医療科学専門学校
名古屋医健スポーツ専門学校
ルネス紅葉スポーツ柔整専門学校
京都医健専門学校
関西医療学園専門学校
明治東洋医学院専門学校
履正社医療スポーツ専門学校
近畿医療専門学校
大阪ハイテクノロジー専門学校
東洋医療専門学校
大阪府柔道整復師会専門学校
朝日医療大学校
美作市スポーツ医療看護専門学校
IGL医療福祉専門学校
朝日医療専門学校広島校
四国医療専門学校
河原医療福祉専門学校
福岡医療専門学校
福岡医健・スポーツ専門学校
福岡天神医療リハビリ専門学校
九州医療スポーツ専門学校
九州医療専門学校
大分医学技術専門学校
今村学園ライセンスアカデミー
鹿児島第一医療リハビリ専門学校
専門学校沖縄統合医療学院
専門学校琉球リハビリテーション学院
沖縄医療工学院
帝京大学　宇都宮キャンパス
帝京平成大学 千葉キャンパス
了德寺大学
帝京科学大学 千住キャンパス
帝京短期大学
東京有明医療大学
常葉大学　浜松キャンパス
明治国際医療大学
東亜大学

学校名 優等生氏名
１、「そもそも人の性質は各人生来天賦と生後の教育習慣経
歴等によりて成立し、また変化さるるものなれば、その習慣経歴等
を善良なる方向に導き、以て良好なる性質即ち卓越せる人物た
るに必要なる性質を出すことこそ、この塾の目的なれ」
「おおよそ人を教育する道は種 あ々るが、そのもっとも完全確実な
のは、規律を厳正にすることと、誘導の順序を誤らないことだ」

「塾出身者はその後各方面で活躍したが、もともと相当の名家、
上流の子弟が多かったから、その社会的地位の昇進にを以て、
嘉納塾教育の成果なりとするのは的を得ないことだろう」

「明治維新間もないころで、旧物破壊、旧習打破の気配が漲っ
ており泰西の文化を輸入模倣しようとする傾向…玉石を混濁し
て日本旧来の美風良俗をも尽く併せ棄てることについては固（も
と）より遺憾に思った。（中略）特に学生の柔弱（中略）そのような
弊風は、ひいては学生に及んで学問するのは富を得、名を求め
るためだと考えるようになり、やがては日常の行為まで目前の小利
に眩惑されて永遠の大計を忘れるにいたるのだ」

山本　太陽
大山　聡士
岡司　学
　澤　良真
申　裕成
井上　芽実
内田　晃大
岡田　涼
中嶋　克規
足立　征隆
松原　大貴
三宅　翔
平田　絢作
大家　ちなみ
中野　七海
久原　司寛
村田　圭
荒木　真奈美
岡部　魁斗
𠮷田　愛莉
杉谷　駿
江口　彩菜
工藤　大弥
前田　愛子
福永　康貴
吉里　翔
吉永　雄貴
仲村渠　桃子
市川　斗麻
江口　朋哉
栗田　陽香
小野　泰暉
荻原　珠里
坂田　創平
濱田　貴子
吉松　大地
山中　瞬信


